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文化国際部長 山影 聡香 

 
 

第１回永井荷風文学賞・新人賞受賞作について 
 

  令和 7 年 9 月 2 日付「第１回永井荷風文学賞・新人賞受賞作発表について」の中でもお知らせ

いたしましたとおり、昨年 11 月に三田文学会と協力し創設した「永井荷風文学賞」につきまして、

記念すべき第 1 回受賞作が下記のとおり決定しましたのでお知らせ致します。 
 

記 

以上 
 
 

 
【問い合わせ】     

文化国際部 文化芸術課長 鈴木 久美子 
電話 ０４７－７１２－８５５７ 

第１回 永井荷風 文学賞 
■田中 純 (たなか じゅん) 1960年生まれ 
【作品名】   『磯崎新論(シン・イソザキろん)』 2024年 (講談社) 
【プロフィール】 東京大学名誉教授 
【受賞歴】   2002年 『アビ・ヴァールブルク 記憶の迷宮』でサントリー学芸賞(思想・歴史部門) 

2008年 『都市の詩学』で芸術選奨文部科学大臣新人賞 
2009年 『政治の美学』で毎日出版文化賞 
2010年 フィリップ・フランツ・フォン・ジーボルト賞 
2025年 渡邊守章賞を受賞 
 

 第１回 永井荷風 新人賞 

■春野 礼奈 (はるの れな) 1992年生まれ  
【作品名】   『コーロキの蒐集（こーろきのしゅうしゅう）』 
【プロフィール】 慶應義塾大学法学部法律学科卒業 

東京都在住 
■湯谷 良平 (ゆたに りょうへい) 1999年生まれ  
【作品名】   『夜警（やけい）』 
【プロフィール】 日本大学芸術学部卒業 

埼玉県在住 
佳作 該当なし 



 

 
 
１．設立趣旨 
永井荷風は、明治、大正、昭和にわたって活躍した日本近代を代表する作家であり、小説はもとより、 

随筆、評論、演劇、詩、翻訳などその偉業は多岐にわたっています。 
 特に明治末年に慶應義塾大学において『三田文學』を創刊し、初代編集長となって以降百数十年に 
わたる日本文芸の隆盛の礎を築いた功績は極めて大きいものです。 
 戦後、その晩年を市川市で過ごし、その風景を描いた作品を多く残すなど、深い縁で結ばれ、名誉市民
の称号も贈られた荷風の業績を顕彰するため、三田文学会とともに 市川市制施行９０周年記念事業
として、令和６年１１月に「永井荷風文学賞」を創設いたしました。 
 
２．賞の概要 
 永井荷風文学賞 永井荷風新人賞 
内容 荷風の幅広い功績にならい、小説、随筆、評

論、演劇、詩、翻訳など、幅広い分野におい
て、対象期間中に刊行された中で、荷風賞に
最も相応しい文学作品を讃える賞。 

新進気鋭の書き手の発掘と支援に情熱を傾
けた荷風の精神にならい、「三田文學新人賞」
を引き継ぐ形で、公募型の「永井荷風新人
賞」とする。 
 

分野 小説・随筆・評論・演劇・詩・翻訳 小説・評論（未発表作品で 400字詰め原
稿用紙 100枚以内） 

対象
期間 

毎年 6月 1日～翌年 5月 31日 毎年 6月 1日～翌年 5月 31日 
（第 1回に限り令和 5年 11月 1日 
～令和 7年 5月 31日） 

賞金 100万円 新人賞︓50万円 
佳  作︓10万円 

 
３．選考委員 氏名   （※敬称略・５０音順） 

永井荷風文学賞 永井荷風新人賞 
安藤 礼二（あんどう れいじ）・評論家 いしい しんじ・小説家 
岡田 利規（おかだ としき）・劇作家 青来 有一（せいらい ゆういち）・小説家 
金原 ひとみ（かねはら ひとみ）・小説家 田中 和生（たなか かずお）・文芸評論家 
蜂飼 耳（はちかい みみ）・詩人 持田 叙子（もちだ のぶこ）・近代文学研究者 
松浦 寿輝（まつうら ひさき）・小説家  

参 考 

 
令 和 ７ 年 ９ 月 １ １ 日 
永井荷風文学賞実行 委員会 
( 市 川 市 ・ 三 田 文 学 会 ) 

各々受賞者複数の場合は
賞金は等分する 



４．最終候補作 
永井荷風文学賞    （※敬称略・刊行順） 

著者 タイトル 出版社 刊行日 
市街地 ギャオ 
（しがいち ぎゃお） 

メメントラブドール 筑摩書房 2024年 10月 24日 

田中 純 
（たなか じゅん） 

磯崎新論 
（しん いそざきろん） 

講談社 2024年 11月 7日 

宇野 常寛 
（うの つねひろ） 

庭の話 
（にわのはなし） 

講談社 2024年 12月 11日 

乗代 雄介 
（のりしろ ゆうすけ） 

二十四五 
（にじゅうしご） 

講談社 2025年 1月 16日 

江本 純子 
（えもと じゅんこ） 

真夜中に寂しくなったときに観たい演劇 
(まよなかにさびしくなったときにみたいえんげき) 

－ 2025年 4月 11日
～20日（上演期間） 

 
 
永井荷風新人賞  （※敬称略・著者５０音順） 

著者 タイトル 
白石 昇（しらいし のぼる） 沈む記憶ダム (しずむきおくだむ) 
田沢 成琉（たざわ なる） 回と帰（かいとき） 
春野 礼奈（はるの れな） コーロキの蒐集（こーろきのしゅうしゅう） 
町田 舜（まちだ しゅん） 四角い関係 (しかくいかんけい) 
湯谷 良平（ゆたに りょうへい） 夜警 (やけい) 

 
 応募総数：６９８作（内訳：小説６１３作、評論８５作） 
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